
■スペイン：FIT価格の改定により、2014年 4～6月に新設された風力は 1基のみ 

2014年 7月 29日付の報道によると、2014年 4～6月にスペインで新設された風力発電所

は、北西部に位置するガリシア州の 1 基（80kW）のみであった。これにより、2014 年 6

月時点の累積風力発電設備容量は 2,297 万 kW と前年から微増したにすぎなかった。同国

では、固定価格買取制度（FIT）による再エネ電力買取コストが増加し、2012 年 1 月に再

エネ電力の買取を一時中断した。このため、買取適用対象となる事前登録を済ませた風力

発電所約 110万 kWのうち、17.7万 kWのみが 2013年に建設され、残りの 92.8万 kWは

建設を断念した。同国では 2014年 6月に買取を再開したが、新設の風力発電所は買取の対

象外となり、既設の風力発電所に対する買取も、適切な収益性が見込める価格に引下げら

れた。これにより産業省は、年間 61億 800万ユーロの風力電力買取コストを削減できると

試算している。 

 


